
令和3年度　東京都女性活躍推進大賞産業
分野

取組内容

効果  

男性中心のものづくり企業において女性社員の活躍の場を創出し、
企業や業界のイメージを一新

年2回行うインターンシップにも
多くの女性が参加

地域の小学生に金属加工を教える若手女性職人

【男性主体のものづくり企業という固定観念や先入観の打破】
・個々の能力・主体性を発揮できる環境を整備し、女性が職人や新設部署の
マネージャーとして活躍
・男性中心の職場で女性がリーダーシップを発揮し活躍している姿を業界
のロールモデルとして各種メディアで発信

・「地域住民向け金属加工体験教室」の開催、学校等に出向いての取組発表等、
男女の職人が講師を務め、ものづくり職人は男性というイメージの払拭に
寄与

【多様な視点を取り入れた企業PR】
・女性マネージャーを中心に紙媒体による企業PRを新たに開始する等、
多様な視点を取り入れ広報力を強化

● 女性社員が増加　平成28年度  女性2人、男性10人 → 令和2年度　女性5人、男性7人
● 年齢・性別を問わず、主体性を発揮できる環境により、新たなサービスが生まれ、顧客層が拡大
● 職場環境の改善が進み、社員のコミュニケーションが活発化
● 紙媒体による企業PRが反響を呼び、売上が拡大
● ものづくりの現場におけるイメージを刷新し、就業希望者が大幅に増加

株式会社 佐藤製作所

背景・経緯
○ 創業65年の歴史や技術のPRが不足し受注が減
少。職場のコミュニケーション不足や人材離れ
等の課題にも直面していた

○ 男性中心の職場で女性活躍推進に取り組むこと
で課題解決に着手

【設   立】昭和31年12月　　　
【代 表 者】代表取締役社長　佐藤 隆之
【社 員 数】12人（女性5人、男性7人）　　
【所 在 地】目黒区
【事業概要】金属加工業（「銀ロウ付け溶接」という

手作業による職人技）


